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研究成果の概要（和文）：本科研は、国語科教育において日本の言語文化を教材として取り上げるにあたり、ど
のような評価観・評価方法をとるべきかを追究し明らかにすることを目的とした。その成果としては、日本の言
語文化としての「俳句」「詩」「方言」などに注目した。「俳句」では、学習者が創作した俳句のどういう点を
評価すべきかが明らかにされた。さらに、「俳句」が特別支援学級における自己表現としての「俳句」を評価す
ることの有効性が明らかにされた。また、「俳句」の古典としての「奥の細道」に内在するものの見方・考え方
を教材とすることも提案された。「詩」では、詩に内在する「異化」の作用や現象を評価の観点とすることの有
効性が明らかにされた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research project was to investigate and clarify what 
kind of evaluation viewpoints and evaluation methods should be adopted when Japanese language 
culture is used as teaching materials in Japanese language education. As a result, we focused on 
haiku, poetry, dialects, and other aspects of Japanese language culture, and proposed a new 
evaluation perspective and evaluation method for their study and instruction.

研究分野： 教科教育学（国語科教育）

キーワード： 言語文化　評価観・評価方法

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、報告書「言語文化の学習指導に関する評価観・評価方法の研究」にまとめられた。学校教育
において日本の言語文化を教材として取り上げるにあたって、学習指導でどのような評価観をもち、どのような
評価方法をとるべきかは未開拓の問題であった。本報告書では、そうした課題について具体的な提案をしている
点に学術的意義が認められる。一例を示すと、特別支援教育において言語文化としての「俳句」教材を取り上げ
た植山は、俳句の創作に自己認識や自己表現があることを見いだした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様式：C-19、F-19-1、Z-19（共通）

１．研究開始当初の背景
近年、国語科教育において、伝統的な言語文化に関する授業実践が進められてきたが、

分散的、拡散的な成果に留まり、肝心の学習者の意識・意欲は必ずしも高まっていない。
この問題状況を解決し、一方で急速に進むグローバル化に対応するために、「我が国固有の
伝統的な言語文化」に対する姿勢を積極的、創造的なものに改め、グローバル化に対応し
た新しい価値観、評価観を確立していくことが必要である。
母国語の言語文化の継承は、無前提、無条件な固有の文化論に陥ると、固定的な継

承観しか生まれず、特殊な層の継承者しか存在しなくなる。母国語の言語文化の継承、

言語文化の教育については、合理的な評価観・評価方法に基づく積極的な意義づけ、

意識づけが必要となり、そのための科学的根拠をどのように確保すべきかが問われて

いる。

２．研究の目的
月刊の学会誌を刊行する日本国語教育学会は、前回の学習指導要領改訂の伝統的な

言語文化の領域の特設に伴い、2008(平成20)年から年一回程度、伝統的な言語文化の

特集を組んでいる(2008年12月号、2009年12月号、2010年8月号、2012年2月号、2014

年9月号、2018年1月号)。教材開発、指導論が中心であり、いわゆるコンテンツベー

スの考え方となっている。

このような考え方では「伝統的な言語文化」ありきから発想された学習指導の反復

に留まり、発展性は望めない可能性が生じてくる。これを解消、解決するためには、

学習者を受容者から一定レベルの創造者（創作者）に転換することで主体性を確保す

ることが必要である。しかし創作・創造については、合理的な評価観・評価方法が確

立していないと、一過性の実践に終わってしまう。本研究では、この評価観・評価方

法を確立ようとするものである。

こうした問題意識のもと、そうした新しい評価観・評価方法をどのように確保・構築す
べきかが、本研究の核心をなす学術的「問い」である。こうした「問い」に応えることを
目的に、わが国の伝統的な言語文化を国語科の教材として新たに捉え直し、その学習指導
における評価観と評価方法を具体的に検討し、提案することを目的とした。

３．研究の方法
まずは、わが国の言語文化を言語的な側面や文学的な側面に分けてとらえ、それぞれが国語

科教育においてこれまでどのような指導目標のもとで授業実践されてきたか、その際の評価観
や評価方法はどのようなものであったかを明らかにする。
ただ、本科研の期間はコロナ禍によって、予定していた調査などがほとんどできないという

状況にあった。そのため、研究分担者それぞれが、コンテンツとしての言語文化教材を選択し
て、教材開発を行い、それを伝統的な言語文化を国語科の教材として新しく捉え直す視点や具
体的な教材開発を行う。そしてその教材による授業実践においてどのような評価観や評価方法
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をとるかについて提案することとした。

４．研究成果
研究の成果は、報告書「言語文化の学習指導に関する評価観評価方法 令和２～４年度科学

研究費補助金（基盤研究(C)）研究成果報告書」（令和５年３月）としてまとめられた。
たとえば、河野や植山・大西、佐藤は、言語文化教材コンテンツとしての「俳句」に注
目した。河野は小学生と大学生に対する調査を対照することを通して俳句の評価法につい
て追究した。植山・大西は特別支援学校の学習者に対する俳句創作指導を行い、俳句創作
が学習者の自己表出を支援することを明らかにした。佐藤は、古典といえる俳句（「おくの
細道」）を教材コンテンツとし、俳句に内在する見方・考え方を観点に指導と評価を行う可
能性について追究した。
また、児玉は「詩の創作」を言語文化教材コンテンツと捉え、この「詩の創作」を言語

文化の創造性の面から評価する観点として「異化」と「創作のレトリック」に注目し、そ
の具体的な評価方法を示した。小川は、詩歌（詩、短歌、俳句）をさまざまな文種のうち
の一つと捉える言語文化教材観の立場から、文種に応じてその教材特性を捉え直す必要性
について詳細に検討を加えた。
さらに、原田は、「方言」を言語文化教材コンテンツの一つと捉えた。共通語と方言の使

い分けや方言の継承といったこれまでの方言教育観だけでなく、転勤族の家庭で育つ学習
者や外国にルーツをもつ学習者などを包摂しつつコンピテンシーベースで指導を構想する
可能性について追究した。鈴木は、国語科における「書写（文字を書くこと）」を言語文化
教材コンテンツと捉え、その文化的な意味や意義を明らかにしつつ、国語科で培う言語能
力との関係を追究した。
以上のように、報告書では、「俳句」「詩」「方言」「書写」それぞれをわが国の言語文化

として捉え直し、国語科教材としての新たな評価観・評価方法が提案された。
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